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今現在働いている人にとっても、働いていな
い人にとっても、女性にとって「働くこと」に
は不安が付きまといます。「出産や育児、介護
に直面しても仕事は続けられる？」「働きたい
けど、子育てや家事を両立できるか不安」「育
児が終わってからでは、自分のやりたい仕事に
つくのは無理？」など、数え上げたらきりがあ
りません。でも一度きりの人生、自分のやりた
いことは、できるだけかなえていきたいもので
す。
育児休暇や病児保育の改善、育児中の生活保
障など、企業や制度、社会環境が変わらない限
り、子どもも大人（自分）も幸せにはなれませ
ん。そこで提案。「…してほしい」の“お願い
モード”ではなく、「私が社会を変えていく！」
という気持ちで、もっと本気で議論しませんか。
今、ようやく行政も変わりつつあります。家庭
でよく話し合い、時には自治体の長にも提言す
る。あなたが声を出すことで、社会は変わって
いくのです。

一緒に考えましょ！男女共同参画社会 一緒に考えましょ！男女共同参画社会 

＜第45回＞

新津市の人口

男 32,707 (－ 13)
女 35,385 (＋ 3)
計 68,092 (－ 10)
世帯数 22,148 (＋ 13)

10月中の動き
出生 29 死亡 53 転入133
転出119 結婚 21 離婚 8

平成16年10月31日現在（前月比） 前年同月比
(＋ 93)
(＋207)
(＋300)
(＋471)
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いつまでも大切にしたい「ふるさとの宝」
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